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～男女共同参画プラン策定のためのアンケート結果がまとまりました～�

　
「
女
の
子
は
こ
う
あ
る
べ

き
」
、
「
男
の
子
は
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
親
の
価
値
観
の

押
し
付
け
は
、
子
ど
も
の
自
由

な
考
え
方
や
発
想
を
つ
ぶ
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
の
個
性
を
伸
ば
し
、
可
能

性
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
親
自

身
が
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役

割
分
担
意
識
を
持
た
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。�

　
女
の
子
は
「
女
ら
し
く
」
、

男
の
子
は
「
男
ら
し
く
」
育
て

る
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
、
と
い
う
問
い

に
対
し
て
は
、
「
男
女
で
区
別

す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
」
が

三
五
・
一
㌫
と
一
番
高
く
、
次

い
で
「
区
別
し
な
い
方
が
よ
い
」

二
六
・
五
㌫
、
「
区
別
し
た
方

が
よ
い
」
一
九
・
六
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
を
男
女
別
に
み
る
と
、

「
区
別
す
る
の
は
や
む
を
得
な

い
」
と
答
え
た
の
は
、
男
性
三

七
・
六
㌫
、
女
性
三
五
・
七
㌫

で
、
ほ
ぼ
同
じ
程
度
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
「
区
別
し
た

方
が
よ
い
」
と
答
え
た
の
は
、

男
性
二
四
・
九
㌫
、
女
性
一
五
・

〇
㌫
。
反
対
に
「
区
別
し
な
い

方
が
よ
い
」
と
答
え
た
の
は
、

女
性
二
八
・
二
㌫
、
男
性
二
二
・

九
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
の

方
が
「
区
別
し
な
い
方
が
よ
い
」

と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

  

「
女
の
子
ら
し
く
」
「
男
の
子
ら
し
く
」
と�

　 

子
ど
も
の
可
能
性
を
狭
め
て
い
ま
せ
ん
か�

�

�

■男女別�

32.4％�
(12人）�

13.5％�
(5人）�

32.4％�
(12人）�

8.1％�
(3人）�

5.4％�
(2人）�

5.4％�
(2人）�

15.0％�
(58人）�

35.7％�
(138人）�

28.2％�
(109人）�

14.0％�
(54人）�

2.6％(10人）�
3.1％(12人）�

24.9％�
(61人）�

37.6％�
(92人）�

22.9％�
(56人）�

10.2％�
(25人）�

1.2％(3人）�
2.9％(7人）�

男女で区別した方がよい� 男女で区別するのはやむを得ない� 男女で区別しない方がよい� どちらでもよい� わからない� その他� 不  明�

男
性�

女
性�

不
明�

� 2.72.7％(1(1人）�

1.61.6％(6(6人）�

0.40.4％(1(1人）�

2.7％(1人）�

1.6％(6人）�

0.4％(1人）�

男性245人　女性387人　不明37人�

�女の子は「女の子らしく」、男の子は「男の子らしく」育てるという考え方について、どう思いますか？�

男女で区別した方がよい�

男女で区別するのはやむを得ない�

男女で区別しない方がよい�

どちらでもよい�

わからない�

その他�

不　明�

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

19.619.6（131131人）�19.6（131人）�

35.135.1�
（235235人）�
35.1�

（235人）�
26.526.5（177177人）�26.5（177人）�

12.312.3（8282人）�12.3（82人）�

1.31.3（9人）�1.3（9人）�

2.12.1（1414人）�
�

2.1（14人）�
�

3.13.1（2121人）�3.1（21人）�
（％）��

「男だから」、「女だから」という固定的な考え方に縛られて、自分の行動を狭めていませんか。あるいは、そ
れを周囲の人に押しつけて、不快な思いをさせたり、行動を制約していませんか。男女の性別にとらわれず、誰
もが「自分らしさ」を十分に発揮できれば、活動の分野や視野が広がり、人生を豊かなものにできます。そのた
めには、男女が互いに、社会の対等なパートーナーとして尊重しあい、喜びも責任も分かち合う「男女共同参画
社会」の実現が必要です。�
洲本市では、こういった社会を作るために、計画的に色々な施策を展開していきたいと考えています。�
昨年12月に市民の皆さんにお願いした、男女共同参画プラン策定のための市民アンケート調査結果がまとまりま
したので、お知らせします。ご協力ありがとうございました。�
なお、掲載している調査結果は、紙面の都合上、アンケート内容の一部となっています。もっと詳しい内容を知
りたい人は、市立図書館や各公民館に「市民アンケート調査報告書」を置いていますので、ぜひご覧ください。�
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も
っ
と
家
事
の
分
担
を�

　
最
近
は
結
婚
後
や
出
産
後
も

仕
事
を
続
け
る
女
性
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
事

を
す
る
男
性
は
、
ま
だ
少
数
派

で
、
夫
婦
共
働
き
の
家
庭
で

も
、
妻
が
家
事
の
ほ
と
ん
ど
を

担
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
�

　
家
庭
で
の
役
割
分
担
に
つ
い

て
、
配
偶
者
の
い
る
人
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
夫
が
主
に
す
る
こ

と
は
、
「
生
活
費
を
得
る
」
六

八
・
一
㌫
、「
ゴ
ミ
出
し
」
二

二
・
六
㌫ 

、
「
風
呂
の
そ
う

じ
」
一
三
・
五
㌫
の
順
で
、
あ

と
の
こ
と
が
ら
は
全
て
一
〇
・

〇
㌫
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
こ
れ
に
対
し
、
妻
が
主
に
す

る
こ
と
は
、
「
食
事
の
し
た

く
」
八
七
・
七
㌫
、
「
洗
濯
」

八
五
・
九
㌫
、
「
食
事
の
あ
と

か
た
ず
け
」
八
二
・
七
㌫
、

「
部
屋
の
そ
う
じ
」
七
七
・
八

㌫
な
ど
、
各
項
目
で
高
い
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
「
家
族
（
高
齢
者
な

ど
）
の
介
護
」
の
項
目
で
は
、

「
主
に
妻
が
す
る
」
二
八
・
三

㌫
、
「
夫
婦
同
程
度
に
す
る
」

一
七
・
一
㌫
、
「
主
に
夫
が
す

る
」
〇
・
八
㌫
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。
�

　
ほ
か
の
質
問
で
高
齢
者
の
介

護
を
す
る
場
合
の
家
庭
内
で
の

分
担
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
男

女
が
共
同
で
分
担
」
が
八
三
・

六
㌫
、「
主
に
女
性
」
九
・
六

㌫
、
「
主
に
男
性
」
〇
・
六
㌫

と
な
っ
て
お
り
、
現
実
と
意
識

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
う
か
が
え
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

主として女性が受け持つ方がよい�

男女が共同して分担する方がよい�

主として男性が受け持つ方がよい�

わからない�

その他�

不　明�

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0（％）��

�

9.69.6（6464人）�

0.60.6（4人）�

3.13.1（2121人）�

1.81.8（1212人）�

1.31.3（9人）�

83.6�83.6�
（559559人）�

9.6（64人）�

0.6（4人）�

3.1（21人）�

1.8（12人）�

1.3（9人）�

83.6�
（559人）�

介護の家庭内分担について�～高齢者の介護をする場合に、家庭内での分担について、どのようにお考えになりますか？～��

家庭生活について�家庭生活について�～あなたのお宅では、次のことがらについて主に夫婦のどちらがなさっていますか？～��
�

■生活費を得る�

■食事のしたく�

■食事のあとかたづけ�

■部屋のそうじ�

■ゴミ出し�

■家計の管理�

■近所づきあい�

■学校・PTA・子ども会などの行事 への参加�

■家族（高齢者）の介護�

■風呂のそうじ�

■洗濯�

■食料品などの買い物�

■子どものしつけ、世話�

68.1％�
(338人）�

17.9％�
(89人）�

3.2％(16人）�

1.4％(7人）�

4.0％(20人）� 1.6％(8人）�

7.3％(36人）� 3.2％(16人）�

1.0％(5人）� 4.3％(21人）�

0.8％(4人）�1.4％(7人）� 4.6％(23人）�

2.2％(11人）�0.6％(3人）�

8.0％�
(39人）�

11.1％�
(55人）�

9.3％�
(46人）�

5.8％(29人）�

6.5％(32人）�

0.6％(3人）�

4.2％(21人）�

0.8％(4人）�

3.2％(16人）�

7.3％(36人）�

5.0％(25人）�

4.4％(22人）�

5.4％(27人）�

3.2％(16人）�

5.8％(29人）�

5.5％(27人）�

9.1％(45人）� 5.2％(26人）�

1.2％(6人）� 0.8％(4人）�

22.6％�
(112人）�

17.1％�
(85人）�

17.1％�
(85人）�

12.1％�
(60人）�

19.4％�
(96人）�

15.5％�
(77人）�

31.5％�
(156人）�

13.3％�
(66人）�

28.0％�
(139人）�

12.1％�
(60人）�

12.7％�
(63人）�

2.6％(13人）�0.8％(4人）�

3.0％(15人）� 4.7％(23人）�

5.8％(29人）�

4.6％(23人）�1.4％(7人）�

5.3％(26人）�1.6％(8人）�

3.4％(17人）�1.0％(5人）�

5.1％(25人）�2.4％(12人）�

1.2％(6人）�

4.0％(20人）�

5.1％(25人）�

14.1％�
(70人）�

13.5％�
(67人）�

主に夫がする�

主に妻がする�

夫婦同程度にする�

�

していない/する必要がない�
（夫婦の他に家事をする人がいる等の理由により）�

決まっていない�

�

不　明�

回答者数　496人�

28.3％�
(140人）�

47.8％�
(237人）�

44.2％�
(219人）�

49.2％�
(244人）�

71.0％�
(352人）�

50.8％�
(252人）�

85.9％�
(426人）�

74.0％�
(367人）�

62.3％�
(309人）�

77.8％�
(386人）�

82.7％�
(410人）�

87.7％�
(435人）�

24.6％�
(122人）�

8.7％�
（43人）�
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子

育

て

は

協

力

し

合

っ

て

�

　
結
婚
、
出
産
後
も
女
性
が
仕

事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
制
度
や
職
場
の
雰
囲
気

な
ど
の
環
境
を
も
っ
と
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
男

性
も
育
児
や
介
護
休
業
制
度
な

ど
を
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

職
場
の
環
境
を
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
�

　
女
性
が
働
き
な
が
ら
子
育
て

を
す
る
に
は
何
が
必
要
で
す
か
、

の
問
い
に
は
、
「
家
族
の
協
力
」

四
七
・
五
㌫
、
「
休
暇
制
度
の

充
実
」
四
六
・
二
㌫
、
「
育
児

休
業
制
度
の
充
実
」
四
四
・
二

㌫
、
「
再
雇
用
制
度
の
充
実
」

三
八
・
三
㌫
な
ど
の
順
に
高
く

な
っ
て
お
り
、
家
族
の
理
解
や

法
整
備
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
、
ハ

ー
ド
面
か
ら
の
支
援
を
望
む
結

果
と
な
っ
い
ま
す
。
�

　
こ
れ
を
男
女
別
に
み
る
と
、

「
育
児
休
業
制
度
の
充
実
」
と

答
え
た
の
は
、
男
性
五
〇
・
二

㌫
、
女
性
四
〇
・
六
㌫
、「
家
族

の
協
力
」
と
答
え
た
の
は
、男

性
四
四
・
九
㌫
、
女
性
五
〇
・

九
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�

男
性
も
女
性
も
仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
に�

　
職
場
の
中
で
、
「
こ
れ
は
男

性
向
き
の
仕
事
」
、
「
こ
れ
は

女
性
向
き
の
仕
事
」
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

男
性
も
女
性
も
、
本
人
の
個
性

や
能
力
、
意
欲
を
生
か
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
性

別
に
よ
る
仕
事
の
区
別
を
な
く

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
�

　
政
治
や
行
政
に
お
い
て
、
政

策
の
企
画
や
方
針
決
定
の
過
程

に
女
性
の
参
画
が
少
な
い
理
由

は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
、
の
問
�

�

い
に
対
し
て
、
「
男
性
優
位
の

組
織
運
営
」
が
五
一
・
六
㌫
と

一
番
高
く
、次
い
で
「
女
性
の
参

画
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と
意

識
し
て
い
る
人
が
少
な
い
」
四

二
・
六
㌫
、「
家
庭
、
職
場
、

地
域
に
お
け
る
性
別
に
よ
る
役

割
分
担
や
性
差
別
の
意
識
」
三

一
・
二
㌫
、
「
女
性
側
の
積
極

性
が
十
分
で
な
い
」
二
七
・
五

㌫
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
こ
れ
を
年
代
別
に
み
る
と
、

「
男
性
優
位
の
組
織
運
営
」
で
�

�

は
、
二
十
歳
代
が
一
番
高
く
七

四
・
六
㌫
で
、
高
齢
化
す
る
に

伴
い
低
く
な
っ
て
お
り
、
七
十

歳
代
以
上
で
は
、
三
七
・
六
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

反
対
に

、
「
家
庭
の
支
援
、

協
力
が
得
ら
れ
な
い
」
で
は
、

二
十
歳
代
で
四
・
五
㌫
未
満
な

の
に
対
し
て
、
六
十
歳
代
で
は
、

二
五
・
六
㌫
と
な
っ
て
お
り
、

年
齢
と
と
も
に
高
く
な
る
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。
�

�

再雇用制度の充実�

育児休業制度の充実�

労働時間の短縮やフレックスタイム制導入などの促進�

�

保育施設の充実（企業内保育、保育施設の増設など）�

保育内容の充実（延長保育、病児保育、乳児保育など）�

家族の協力�

わからない�

その他�

不　明�

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0（％）��

� 女性が仕事をし子育てをする上で必要なこと�～女性が働きながら子育てをするには、何が必要だと思いますか？～��

（％）� 0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0

男�
女�
不明�

■男女別�

授業参観や子どもの病気などの時に利用できる休暇制度の充実�
�

再雇用制度の充実�

育児休業制度の充実�

労働時間の短縮やフレックスタイム制導入などの促進�

�

保育施設の充実（企業内保育、保育施設の増設など）�

保育内容の充実（延長保育、病児保育、乳児保育など）�

家族の協力�

わからない�

その他�

不　明�

授業参観や子どもの病気などの時に利用できる休暇制度の充実�
�

38.338.3（256256人）�

44.2�44.2�
（296296人）�24.724.7（165165人）�

46.2�46.2�
（3.93.9人）�30.530.5（204204人）�

28.828.8（193193人）�

47.5�47.5�
（318318人）�2.12.1（1414人）�

1.21.2（8人）�

2.72.7（1818人）�

38.338.3（256256人）�

44.2�44.2�
（296296人）�24.724.7（165165人）�

46.2�46.2�
（3.93.9人）�30.530.5（204204人）�

28.828.8（193193人）�

47.5�47.5�
（318318人）�2.12.1（1414人）�

1.21.2（8人）�

2.72.7（1818人）�

38.3（256人）�

44.2�
（296人）�24.7（165人）�

46.2�
（309人）�30.5（204人）�

28.8（193人）�

47.5�
（318人）�2.1（14人）�

1.2（8人）�

2.7（18人）�

37.637.6（9292人）�

50.2�50.2�
（123123人）�

39.839.8（154154人）�

40.640.6（157157人）�

38.438.4（9494人）�
52.2�52.2�

（202202人）�35.135.1（1313人）�

44.944.9（110110人）�
50.9�50.9�

（197197人）�29.729.7（1111人）�
1.21.2（3人）�
2.32.3（9人）�

5.45.4（2人）�
2.42.4（6人）�

0.30.3（1人）�
2.72.7（1人）�

2.02.0（5人）�
2.82.8（1111人）�

5.45.4（2人）�

43.243.2（1616人）�

27.027.0（1010人）�

28.628.6（7070人）�

33.133.1（8181人）�
28.928.9（112112人）�
29.729.7（1111人）�
29.429.4（7272人）�
28.428.4（110110人）�
29.729.7（1111人）�

23.523.5（9191人）�
10.810.8（4人）�

37.6（92人）�

50.2�
（123人）�

39.8（154人）�

40.6（157人）�

38.4（94人）�
52.2�

（202人）�35.1（13人）�

44.9（110人）�
50.9�

（197人）�29.7（11人）�
1.2（3人）�
2.3（9人）�

5.4（2人）�
2.4（6人）�

0.3（1人）�
2.7（1人）�

2.0（5人）�
2.8（11人）�

5.4（2人）�

43.2（16人）�

27.0（10人）�

28.6（70人）�

33.1（81人）�
28.9（112人）�
29.7（11人）�
29.4（72人）�
28.4（110人）�
29.7（11人）�

23.5（91人）�
10.8（4人）�

�

男性優位の組織運営�

家庭の支援・協力が得られない�

�

�

�

�

�

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0（％）��

�

女性の参画が少ない理由�～政治や行政において、政策の企画や方針決定の過程に女性の参画が少ない理由は何だと思いますか？～��

女性の能力開発の機会が不十分�

�

家庭、職場、地域における性別に�
よる役割分担や性差別の意識�

女性の参画を積極的に進めよう�
と意識している人が少ない�

�

女性側の積極性が十分でない�

女性の活動を支援する�
ネットワークの不足�

�

わからない�

その他�

不　明�

31.2（209人）�

51.6�
（345人）�

14.2（95人）�

22.9（153人）�

19.4（130人）�

27.5（184人）�

42.6�
（285人）�

7.2（48人）�

1.6（11人）�

4.0（27人）�

31.2（209人）�

51.6�
（345人）�

14.2（95人）�

22.9（153人）�

19.4（130人）�

27.5（184人）�

42.6�
（285人）�

7.2（48人）�

1.6（11人）�

4.0（27人）�

回答者数　669人�（複数回答）�

（複数回答）�

回答者数　669人�（複数回答）�

男性245人　女性387人　不明37人�
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二
十
一
世
紀
は
男
女
共
同
参
画
社
会
に�

　
女
性
で
あ
れ
、男
性
で
あ
れ
、

人
は
誰
で
も
等
し
く
個
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
権
利
が
あ
り

ま
す
。
�

　
男
性
も
女
性
も
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
い
、
お

互
い
に
尊
重
し
合
っ
て
お
互
い

に
嫌
が
る
こ
と
は
し
な
い
、
と

い
う
の
が
人
間
関
係
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
で
す
。
�

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

を
進
め
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
か
、
の
問
い
で
は
、
「
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
進
め
た
方
が
よ

い
」
三
八
・
四
㌫
、
「
進
め
る

べ
き
で
あ
る
」
三
二
・
七
㌫
と

推
進
派
が
七
一
・
一
㌫
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
「
今
の
ま

ま
で
よ
い
」
一
〇
・
〇
㌫
、
「
ど
�

�

ち
ら
か
と
い
う
と
進
め
な
い
方

が
よ
い
」
〇
・
七
㌫
、
「
進
め

な
い
方
が
よ
い
」
一
・
〇
㌫
と

推
進
に
消
極
的
な
意
見
は
一
一
・

八
㌫
で
、
多
く
の
市
民
は
進
め

る
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
こ
れ
を
男
女
別
に
み
る
と
、

男
性
で
は
「
進
め
る
べ
き
」
四

二
・
〇
㌫
、
「
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
進
め
る
方
が
よ
い
」
三
三
・

九
㌫
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

女
性
で
は
、
「
進
め
る
べ
き
」

二
八
・
二
㌫
、
「
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
進
め
る
方
が
よ
い
」四
一
・

六
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
間

の
意
識
の
差
が
出
て
い
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�

�

男女共同参画社会の話によく出てくる用語です。�
�

エンパワーメント�
　一人ひとりが、その人らしく活動するなかで、文化的、
社会的、政治的、経済的状況などを変えていく力を身
につけることを意味します。特に女性の場合、ジェン
ダー意識により発揮することを妨げられていた潜在的
能力を開発し、経済力のみならず政治的・社会的な意
志決定の場における発言力など、さまざまな場面で自
己決定できる力を持つことを意味します。�
�

「参加」と「参画」�
　「参加」は、仲間に加わり、決まっていることを行
うこと。「参画」は、単に参加するだけでなく、企画・
立案の段階からかかわって意見を反映させ、その決定
に責任を持つことを意味します。積極的・主体的に意
志決定の場に参加するという意味で使われます。�
�

ジェンダー�
　生まれる前に決定される生物学的な性の違い（セッ
クス）に対して、出生後に周囲とかかわりながら育つ
なかで、こうあるべきだとして身についた性差観念を「ジ
ェンダー」といいます。日常生活の中で期待される「男
らしさ、女らしさ」や「男は仕事、女は家庭」などの
性別役割分担意識もこのジェンダーの一部です。�
　社会的につくられたジェンダーは解消することが可
能で、男女に関係なくそれぞれの個性を尊重し、伸ば
すことを「ジェンダーフリー」といいます。�
�

セクシャル・ハラスメント�
　性的いやがらせのこと。相手の意に反した性的な性
質の言動で、身体への不必要な接触、性的関係の強要、
性的なうわさの流布、衆目に触れる場所へのわいせつ
な写真の掲示など、様々な態様のものが含まれています。�
特に雇用の場においては、「相手の意に反した性的な
性質の言動を行い、それに対する対応によって仕事を
するうえで一定の不利益を与えたり、またはそれを繰
り返すことによって就業を著しく悪化させること」と
考えられています。�
�

男女共同参画社会�
　男女が社会の対等な構成員として、自らの意志で社
会のあらゆる分野での活動に参画する機会が確保され
る社会。そして政治的、経済的、社会的、文化的利益
を均等に受けることができ、それと共に責任を担うべ
き社会のこと。�
�
ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）�
　夫から妻へ、または恋人など親密な関係の男性から
女性に向けられる暴力のこと。１９７０年代の欧米で
女性解放運動の高まりとともに表面化しました。「男
性優位・女性隷属」の社会構造や習慣から生じる問題
として取り上げられたもので、親子間や同居の高齢者
と介護家族の間に起こる「家庭内暴力」とは区別され
ています。身体的暴力だけでなく、妻の存在を理由な
く無視するなど、心理的に苦痛を与えることも含んで
います。�
�

ノーマライゼーション�
　障害を持つ人を特別視するのではなく、一般社会の
中で通常の生活を送れるような条件を整えるべきであり、
共に生きる社会こそノーマルであるという考え方。�
�

�

�

男女共同参画社会の形成を進めた方がよいか�～男女共同参画社会の形成を進めた方がよいと思いますか？～��

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0（％）��

どちらかというと進めた方がよい�
�

進めるべきである�
�

進めない方がよい�

どちらかというと進めない方がよい�

今のままでよい�

わからない�

その他�

不　明�

�

■男女別�

男
性�

女
性�

不
明�

32.732.7（219219人）�

38.4�38.4�
（257257人）�

10.010.0（6767人）�

0.70.7（5人）�

1.01.0（7人）�

11.511.5（7777人）�

0.60.6（4人）�

4.94.9（3333人）�

32.7（219人）�

38.4�
（257人）�

10.0（67人）�

0.7（5人）�

1.1（7人）�

11.5（77人）�

0.6（4人）�

4.9（33人）�

進めるべきである�どちらかというと進めた方がよい�今のままでよい� わからない� その他� 不  明�どちらかというと進めない方がよい� 進めない方がよい�

42.0％�
（103人）�

28.2％�
（109人）�

41.6％�
（161人）�

10.9％�
（42人）�

12.7％�
（49人）�

18.9％�
（7人）�

35.1％�
（13人）�

18.9％�
（7人）�

24.3％�
（9人）�

33.9％�
（83人）�

9.8％�
（24人）�

8.6％�
（21人）�

1.61.6％（4人）�

0.30.3％（1人）�

2.7％（1人）�

1.01.0％（4人）�

1.21.2％（3人）�
0.40.4％（1人）�

2.42.4％（6人）�

0.80.8％（3人）�

1.6％（4人）�

0.3％（1人）�

2.7％（1人）�

1.0％（4人）�

1.2％（3人）�
0.4％（1人）�

2.4％（6人）�

0.8％（3人）�

4.7％（18人）�

男性245人　女性387人　不明37人�

回答者数　669人�
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「泡鳴子ども文化賞」の表彰式が４月５日図書館
で行われ、文化賞、入賞併せて５１人が表彰を受
けました。この賞は、洲本出身で明治・大正時代
に自然主義五大作家として活躍した岩野泡鳴をた
たえると共に、自然や文学・歴史、伝統文化を愛
する子どもを育もうと創設されたもので、今回は
詩歌、小説・随筆、調査研究の３部門で合計７３
５点の応募がありました。�

文化賞の受賞者は、次の皆さんです。（敬称略、学年は平成１３年度）�
【詩歌部門】　　　小学生の部・宮地雄吾（八木小三年）、竹池咲奈（大野小六年）�
　　　　　　　　　中学生の部・藪田枝　里（青雲中一年）、松本大輝（青雲中一年）�
　　　　　　　　　高校生の部・竹田恵理（柳学園高一年）、野口治良（洲本高二年）�
【小説・随筆部門】小学生の部・惣田景子（大野小四年）�
　　　　　　　　　中学生の部・田中将悟（安乎中三年）�
　　　　　　　　　高校生の部・大江美貴（淡路高一宮校三年）�
【調査研究部門】　小学生の部・高橋春香（洲本第三小三年）�
　　　　　　　　　中学生の部・山上元（柳学園中一年）�

一宮町が初参加�
第二回合併協議会が開かれました�

�第二回「洲本市・津名町・五色町・一宮町合併協議会」が４月２５日、市総合福
祉会館で開催されました。４月から協議会に加入した一宮町からは、上田弘町長、
松野永治町議会議長らが出席、上田町長が副会長に就任しました。�

協議会の後、洲本市から新市が目指すネットワーク型�

行政について説明が行われました。�

　協議会は、初参加の一宮町の委員７人を含
む２９人が出席、一宮町が加わることに伴う
規約改正や補正予算が承認されました。その後、
「新市建設計画の策定方針」が協議され、　
新市建設計画の基本方針は、将来を展望した
長期的視野に立つものとする　　計画の主な
事業、公共的施設の適正配置と整備、財政計
画は、合併後おおむね１０年間について定め
る　　公共的施設の適正配置と整備については、
住民生活に急激な変化を及ぼさず、地域バラ
ンス、財政事情を考慮する　などの項目が確
認されました。�
　次回は６月２７日、五色町都志の町民セン
ターで行われます。�
�

▽
�

▽
�

▽
�
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今年も中学2年生が挑みます�
「トライやる・ウィーク」にご協力を�

�青春への助走、体験活動をとおして、�
輝く自分と出会い、自分さがしの旅を始めましょう�

◆ 実施時期   �
　６月３日（月）～６月７日（金）�

◆ 活動場所�
・ 洲浜中学校（生徒数９８名）�
 平岡農園、ぴいたあパン、ロンドン

洲本店、洲本警察署、洲本市酪農農業

協同組合、大谷化粧品、ジーンズショ

ップキャンサス、リベラル洲本店、新

屋石油洲本店、成錦堂書店、中野石油

店、西住スポーツ、新東文具店、富士

スタヂオ、小谷酒販、長手長栄堂、御

食国、おしゃれ作戦、らんコベニ、第

一幼稚園、洲本保育所、洲本幼稚園、

柳幼稚園、洲本郵便局、淡路国際ホテ

ルアレックス、洲本市立図書館、洲本

環境センター、関西電力�

�

・ 青雲中学校（生徒数２０６名）�
 日の出農協、成瀬牧場、由良町漁業

協同組合連合会、炭焼き（柏原山系）、

マルヨシセンター、リベラル物部店、

１００円ショップダイソー、マクドナ

ルドジャスコ店・洲本インター店、モ

スバーガー洲本インター店、ローソン

塩屋店・下加茂店、ファミリーマート

大野店・桑間店、シティオ物部店、ブ

ックポート、フィッシングたかはし、

御食国、小森石油、宝扇洲本インター

店、Ｃｈａｒｌｅｙ、原田ナーセリー、

さんたなか（田中種苗）坂本文昌堂、

洋菓子の店たかた、やまなか、日洋堂、

ミスタードーナツ、三洋電機ソフトエ

ナジー事業本部、Ｓａｎａあわじ、西

田建設、阪神測建洲本支店、おしゃれ

作戦、ＳＥＡＤ、サン、アミティー、

吉兆、オークス、愛犬の美容室岸本、

ドックビューティーレッド、立花動物

病院、杉村動物クリニック、洲本第三

小学校、大野小学校、加茂小学校、第

三幼稚園、加茂幼稚園、大野幼稚園、

大野保育所、洲本保育所、千草保育所、�

洲本市立図書館、洲本郵便局、洲本警

察署、勤労センタープール、野球場・

陸上競技場、なだ市、キャベツ畑、バ

イキングハウスＡＵＮ、更科、さんな

す、海月館、四州園なぎさ別館、ホテ

ルニューアワジ、淡路島ビラ、圓平陶

苑、洲本市民工房、淡路聴力障害者協

会、せんけい苑、洲本市総合福祉会館、

淡路文化史料館、淡路島テレビジョン、

寺町会、マイマート�

 �

・ 由良中学校（４４名）�
 エクシブ、四州園、由良保育所、由

良南保育所、ジャスコ、洲本市立図書

館、エトワール生石、モンキーセンタ

ー、圓平陶苑、由良総合福祉センター、

由良成ヶ島クリーン活動�

�

・ 中川原中学校（１６名）�
 川辺商事、淡路ブイエムメンテナンス、

中川原保育所、洲本ラガール、前川和

昭（絵画）�

�

・ 安乎中学校（２８名） �
 淡路島国際ホテルアレックス、安乎

保育所、アイガファーム、安乎郵便局、

キンキスーパー、前川和昭（絵画）、

安乎小学校、ホテルウェント淡路東海

岸、橋本園芸�

�

・ 広田中学校（市内の生徒のみ）�
（実施時期５月２０日～５月２４日）�

 広田保育所、ＵＣＣ上島珈琲淡路支店、

オートバックス洲本、ミスタードーナ

ッツ洲本店、緑町社会福祉協議会、広

田小学校、マクドナルド洲本インター

店、（株）ふじや金太郎洲本店、福原

自動車、かつ富士洲本店、緑郵便局、

札幌ラーメンどさん子、ローソン山添・

広田店、三洋電機ソフトエナジーカン

パニー、あわじ島農協広田給油所、ブ

ックワン洲本店�

�

7
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洲本のシンボル三熊山で  市民健康へのつどい�

　「第２１回三熊山市民健康へのつどい」が４月１４日、三熊山一帯で開催されました。ビ

ンゴゲームや豚汁の炊き出し訓練、また三熊山東園地では子どもたちに人気のベイブレード

大会、三熊山をもっと知ってもらおうと史跡や植物などの解説しながら散策する「三熊山を

歩こう」などが行われ、親子づれなど市民約４、０００人が楽しみました。�

　春の交通安全週間前日の４月５日、厳島神社で交通安全祈

願祭が行われました。神事や知事メッセージの伝達、交通安

全宣言の後、街頭啓発パレードが行われました。県下では交

通事故数は減少していますが、市内では昨年８件の死亡事故

があり、参加者たちは一層の交通安全を呼びかけていました。�

写真�ニュース�

あわてるな   はやる心に   ベルト締め�

��

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�
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  洲本市老人クラブ連合会（ 三澤泰士会長）主催の親善ゲ

ートボール大会が、４月２５日城戸アグリ公園で開催され

ました。毎年春と秋に行われている親善大会は今回で４０

回目をむかえ、参加３２チームが日ごろの練習の成果を競

い合いました。  

�
春の親善ゲートボール大会開催�

市民の皆さんの 人権を守ります�

　人権擁護委員は、皆さんの基本的人権が侵害され
ることのないように監視し、また侵害された場合、
速やかにその救済を行います。川添義己さんが再任、
六車里香子さんが新たに任命され、４月３日市役所
で委嘱状が手渡されました。また、永年にわたり委
員を務め、この度退任された野口守之助さんに法務
大臣からの感謝状が贈られました。�

　洲本市消防団（米山昇団長）の入団式が、４月２１日淡路

広域消防ビルで行われました。今回は３１人が新たに入団し、「火

災だけではなく水害などの災害時にもがんばってください」

との市長からの挨拶を受けたあと、消防技術の講義や基本的

な訓練などを行いました。�

おぼえていますか？  昔の町並み�

　淡路島内と県内の古い民家などを題材にした内海敏夫の絵画展「淡路と
兵庫の旧家・町並み－内海敏夫が描く資料を通して」が、４月２７日から
６月９日まで淡路文化史料館で開催されています。また、５月１１日には「兵
庫の民家」をテーマに黒田龍二・神戸大学助教授の講演が、１２日には「い
ま・むかしを描こう」と題した絵画講座も開かれました。�

地域の安全のために  新たに３１人の消防団員誕生�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

�

商業統計調査にご協力をお願いします�
　６月１日現在で平成１４年商業統計調査が全国一斉に行われます。調査の対象は、卸売・小売業を営む全国す
べての事業所（店舗）です。商業統計調査は、商業の実態を明らかにし、国や都道府県・市町村における商業の育
成、中心市街地の活性化など流通産業施策のための基礎資料となるものです。�
　この調査は、統計法に基づいて実施される国の重要な調査であり、提出された調査票を、統計上の目的以外に
使用することはありません。５月下旬から調査員が各事業所にお伺いしますので、ご協力をお願いします。�
　　詳しくは、市役所総務部総務課行政係（1２２・３３２１内線２２４、２２６）へ。�

▲
�



１０�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

　
�

　
今
回
は
少
し
趣
好
を
変
え
て

お
酒
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
お
酒
は
強
い
人
、
弱
い
人

と
が
あ
る
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
分

解
酵
素
の
多
い
少
な
い
の
差
か

ら
き
て
い
る
。
�

　
す
ぐ
に
真
っ
赤
に
な
る
弱
い

人
は
い
く
ら
練
習
し
て
も
こ
の

酵
素
が
な
い
の
で
決
し
て
強
く

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
極
め

て
稀
な
例
外
も
あ
り
ま
す
が
。

従
っ
て
練
習
す
れ
ば
強
く
な
る

か
ら
、
も
っ
と
飲
め
飲
め
と
無

理
強
い
す
る
の
は
や
め
て
頂
き

た
い
。
な
か
に
は
「
わ
し
の
酒

が
飲
め
ん
の
か
」
な
ど
と
強
要

す
る
人
が
い
る
が
、
こ
れ
は
厳

に
慎
ん
で
も
ら
い
た
い
。
�

　
酒
に
は
醸
造
酒
と
蒸
留
酒
と

が
あ
る
。
前
者
は
日
本
酒
、
ビ

ー
ル
、
ワ
イ
ン
な
ど
で
、
後
者

は
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ブ
ラ
ン
デ
ー

、
焼
酎
な
ど
で
あ
る
。
醸
造
酒

は
三
十
六
栄
養
素
と
ミ
ネ
ラ
ル

が
少
し
含
有
し
て
お
り
、
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
も
四
　
か
ら
十
六

　
ぐ
ら
い
で
、
蒸
留
酒
は
二
五

　
か
ら
七
〇
　
と
高
濃
度
で
あ

り
、
全
く
ア
ル
コ
ー
ル
の
み
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
趣
好
が
あ
っ

て
一
概
に
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
が
、
醸
造
酒
の
方
が
ま
る
み

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
�

　
飲
む
時
は
必
ず
お
つ
ま
み
と

共
に
飲
む
べ
き
で
、
そ
れ
も
蛋

白
質
ー
チ
ー
ズ
、
肉
、
魚
、
豆

腐
な
ど
を
先
に
口
に
入
れ
て
飲

む
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
吸
収
が

緩
徐
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
俗

に
言
う
「
か
け
つ
け
三
杯
」
は

悪
習
と
言
え
る
。
ま
た
一
気
の

み
な
ど
は
論
外
で
あ
る
。
胃
の

粘
膜
に
も
体
に
も
良
く
な
い
。
�

　
酒
は
百
薬
の
長
と
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
も
飲
み
方
で
あ
る

。
適
量
（
個
人
差
あ
り
）
を
ゆ

っ
く
り
飲
む
こ
と
で
あ
る
。
酒

量
を
過
度
に
毎
日
摂
り
続
け
る

と
必
ず
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
と

な
る
。
週
二
日
の
休
肝
日
を
設

け
る
の
が
理
想
で
あ
る
。
強
い

酒
は
胃
粘
膜
を
傷
め
る
の
は
確

か
で
あ
る
。
私
は
胃
カ
メ
ラ
で

診
て
い
る
が
、
日
本
酒
の
人
と

焼
酎
の
人
と
で
は
、
焼
酎
の
人

は
前
者
に
比
し
て
、
胃
粘
膜
が

荒
れ
て
い
る
人
が
多
い
。
蒸
留

酒
の
人
は
湯
、
水
で
割
っ
て
飲

む
方
が
胃
に
よ
い
と
言
え
る
、

酒
は
上
手
に
飲
む
こ
と
が
、
血

行
に
も
気
分
に
も
良
い
と
言
え

る
。
ち
な
み
に
私
は
下
戸
で
あ

る
。
�

�

お
酒
の
話�

　木曽医院　�
木曽康裕  医師�

�

国
家
公
務
員
（
3
種
）�

�

市
民
工
房
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
�

　
卓
上
オ
ブ
ジ
ェ
を
つ
く
ろ
う
　
　
�

す
も
と
生
活
科
学
教

室
�

◆
対
　
象
　
消
費
者
問
題
に
関

　
心
、
興
味
あ
る
人
�

◆
定
　
員
　
百
人
（
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
�

◆
受
付
期
間
　
五
月
十
七
日
f

　
〜
二
十
四
日
f
ま
で
�

◆
受
講
料
　
千
円
（
窓
口
で
お

　
支
払
い
く
だ
さ
い
）
�

　
※
電
話
で
の
受
付
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
市
民
生
活
部
市
民
課
市
�

民
相
談
係
（
1
２
２
・
３
３
２

１
内
線
３
４
５
、
３
４
６
）
へ

�市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
�

（
兼
全
淡
ス
ポ
ー
ツ
大
会
予
選
）
�

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
�

▽
と
　
き
　
六
月
二
日
a

、

　
午
前
九
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
陸
上
競
技
�

　
場
�

◆
ぺ
タ
ン
ク
大
会
�

▽
と
　
き
　
六
月
二
日
a

、

　
午
後
二
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
陸
上
競

　
技
場
�

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
�

　
（
男
子
の
み
）
�

▽
と
　
き
　
六
月
二
日
a

、

　
午
前
九
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
球
場
�

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
�

▽
と
　
き
　
六
月
二
日
a
、
　

　
午
前
九
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
体
育
館
�

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
�

▽
と
　
き
　
五
月
二
十
六
日
a

　
午
前
九
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
体
育
館
�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
７
３
）
�

�

�

募

集

�

　
農
業
土
木
、
林
業
、
郵
政
事

　
務
Ａ
・
Ｂ
、
税
務
�

◆
受
付
期
間
　
六
月
十
九
日

d
 
 
�

 
〜
二
十
六
日
d
�

◆
一
次
試
験
　
九
月
八
日
a
�

▼
詳
し
く
は
、
人
事
院
近
畿
事

務
局
（
1
０
６
・
４
７
９
６
・

２
１
９
１
）
へ
。
�

����◆
参
加
費
　
五
百
円
�

◆
と
　
き
　
六
月
二
日
a

午

後
　
一
時
半
〜
四
時
半
�

◆
定
　
員
　
二
十
人
（
要
予
約
）
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
民
工
房
�

（
1
２
２
・
３
３
２
２
）
へ
。
�

パ
ー
セ
�

ン
ト
�

パ
ー
セ
�

ン
ト
�

パ
ー
セ
�

ン
ト
�

パ
ー
セ
�

ン
ト
�

受
講
生�

�

参
加
者�

�

試
験
案
内�

�

写真の人に出合ったら、�
広報にのっていたねと、�
ひと声かけてね。�

（
無
料
）
�

◆
職
種
　
行
政
事
務
、
電

気
・
�

参
加
者�

�

���



１１�

わが家の　 ホ ー プ�

�

情報公開の運用状況を�
お知らせします�
　　　�

　
　
六
月
〜
七
月�

市
民
工
房
企
画
講
座�

◆
受
講
料
　
四
千
円�

（
材
料
・
工
具
代
別
途
必
要
）�

◆
受
付
期
間
　
五
月
二
十
日
b

　
〜
五
月
二
十
七
日
b�

陶
芸
入
門
講
座�

◆
講
　
師
　
中
山
玄
二
郎
氏�

◆
定
　
員
　
二
十
人�

◆
と
　
き
　
第
二
・
四
月
曜
日

　
午
後
一
時
半
〜
三
時
半�

て
ん
刻
入
門
講
座�

◆
講
　
師
　
南
岳
光
雲
氏�

◆
定
　
員
　
二
十
人�

◆
と
　
き
　
第
一
・
三
水
曜
日

　
午
後
三
時
〜
五
時�

彫
金
入
門
講
座�

◆
講
　
師
　
納
昌
代
氏�

◆
定
　
員
　
十
人�

◆
と
　
き
　
第
二
・
四
木
曜
日

　
午
後
一
時
半
〜
三
時
半�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
民
工
房
（
1
２
２
・
３

３
２
２
）
へ
。�

�

淡
路
創
造
大
学�

◆
募
集
人
員
　
七
十
五
人�

◆
締
　
切
　
六
月
十
日
b�

◆
受
講
料
　
五
万
円
（
講
議
の

聴
講
料
は
一
講
議
三
千
円
）�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、�

（財）

淡
路
２１

世
紀
協
会
（
1

２

４
・
２
０
０
１
）
へ
。�

�

受
講
生
�

使
用
者
�

洲本市情報公開条例第１８条の規定により、平成１３年度
における運用状況を次のとおり公表します。�

単位 ：件�

健康で誰に対しても思いやりのあるやさしい子に育ってね。�
　　　　母：愛子さん�

（平成１１年１０月３日生まれ）　（本町）　�
�

秦   耕 太  く ん  

今 月 の 納 期�
◆ 軽 自 動 車 税                      全 期�
◆ 国 民 健 康 保 険                   第１期�
◆ 自 動 車 税（ 県 税 ）               全 期�
◆ 介 護 保 険（ 普 通 徴 収 ）           第１期�
◆ 納 期                    ５月３１日（ 金 ）�
納 税 は 、便 利な口 座 振 替えをご 利 用ください 。�
市 役 所 総 務 部 税 務 課・淡 路 県 民 局 県 税 事 務 所�

区分�

市長� 8 7 0 1 0 0
請求件数� 公開�部分公開�非公開�その他�申立て件数�実施機関名�

異議申立て�情　報　の　公　開�

５月は宅地防災月間です�
梅雨に備えて「宅地の安全チェック」を�

　普段は大丈夫に思えても、梅雨や台風の大雨が思いもかけ
ない災害をもたらすことがあります。�
　今後の降雨によっては、宅地災害が生じる恐れがありますので、
ぜひ、あなたの宅地を点検してみてください。�
　 ご 相 談 は 、淡 路 県 民 局 県 土 整 備 部 建 築 課（ 1
２２・３５４１）か 市 役 所 都 市 整 備 部 都 市 計 画 課（
1２２・３３２１内 線３６３）へ 。�

あわじ中央ロータリークラブ創立10周年記念特別講演�

＜第8回淡路子どもの心研修会＞入場無料�

洲
本
港
小
型
船
舶
係
留
施
設
�

◆
募
集
施
設
数
　
二
雙
分
　
 
 
 
�

◆
係
留
で
き
る
船
舶
（
す
べ
て

　
の
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
が

　
必
要
）
�

▽
長
さ
十
二
　

以
下
、
幅
 
 
 
 
 
 

　
二
・
二
　
以
下
及
び
吃
水
が

　
マ
イ
ナ
ス
二
　
以
下
の
船
舶
�

▽
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
プ
レ
ジ
ャ

　
ー
ボ
ー
ト
（
ヨ
ッ
ト
は
除
く
）
�

▽
船
舶
検
査
証
書
の
有
効
期
限

　
が
満
了
し
て
い
な
い
船
舶
�

▽
漁
船
法
の
登
録
を
受
け
た
船

　
舶
で
な
い
こ
と
�

◆
使
用
料
　
一
か
月
あ
た
り
　

　
五
千
百
円
�

◆
募
集
期
間
　
六
月
三
日
b
〜

　
十
日
b
ま
で
の
午
前
九
時
〜

　
午
後
五
時
（
土
、
日
曜
日
は

　
除
く
）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
都
市
整
備
部
管
理
課
�

（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線
３

４
０
）
へ
。
�

�市
民
会
館
の
グ
ラ
ン
ド
�

ピ
ア
ノ
を
無
料
開
放
し
ま
す
�

　
ホ
ー
ル
で
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民

会
館
で
は
こ
れ
ま
で
、
コ
ン
サ

ー
ト
や
ピ
ア
ノ
発
表
会
な
ど
で

し
か
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

備
え
付
け
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

を
六
月
か
ら
無
料
開
放
し
ま
す

（
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
使
用
す

る
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
有

料
で
�

す
）
。
�

◆
対
　
象
　
扱
い
方
を
知
っ
て

　
い
て
、
丁
寧
に
弾
い
て
く
れ

　
る
人
�

◆
と
　
き
　
平
日
で
、
ホ
ー
ル

　
の
空
い
て
い
る
日
（
年
末
年

　
始
の
休
館
日
を
除
く
）
午
前

　
十
時
〜
午
後
六
時
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
民
会
館
�

　
�

お
知
ら
せ�

（
各
四
回
）�

�

�｢思春期の性の悩み｣�講師　社団法人　日本家族計画協会�　　　　　所長　北村邦夫先生�

◆と　き　５月２５日(土)、午後2時開演�
◆ところ　三原町中央公民館�
◆主　催　あわじ中央ロータリークラブ�
　　　　　淡路小児科医会�
　詳しくは、たなか医院（1４５・１５９９）へ。�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

▲
�

▲
�

（
1
２
２
・
１
３
１
５
）
へ
。
�

�



１２�

情報広場�Information  Plaza

　
教
育
や
産
業
振
興
、
地
方
自

治
な
ど
の
分
野
で
優
れ
た
業
績

を
重
ね
、
地
域
に
貢
献
し
た
人

を
称
え
る
春
の
叙
勲
の
受
章
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。
�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
�

勲
五
等
瑞
宝
章�

児
童
手
当
の
受
給
者
は�

あ
な
た
の
善
意
が�

赤
十
字
を
支
え
ま
す�

児
童
手
当(

特
例
給
付)

知
的
障
害
者
巡
回
相
談�

を
振
り
込
み
ま
す�

現
況
届
の
提
出
を�

お

め

で

と

う

�

春

の

叙

勲

�

　
昭
和
二
十
七
年
、
理
科
教
諭

と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
三
十
七
年

間
に
わ
た
り
淡
路
島
内
の
中
・

高
校
に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
退

職
後
も
市
教
育
委
員
な
ど
を
歴

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
平
成
六
年
に
は
、
淡

路
島
を
広
い
視
野
で
ま
ち
づ
く

り
し
よ
う
と
、
有
志
数
人
で
「
あ

わ
じ
国
際
理
解
教
育
情
報
セ
ン

タ
ー
」
を
発
足
さ
せ
、
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
で
言
動
に
責
任
を
持
て

る
人
材
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
�

�

奥田　勵さん（７３歳）�
（元公立中学校長）�

　物　　部　�

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
「
現
況
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
基
準
日

は
六
月
一
日
現
在
）
。
�

　
現
況
届
の
用
紙
は
、
六
月
中

旬
に
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
送
付

し
ま
す
（
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
支
給
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）
。
�

◆
受
付
日
・
受
付
場
所
�

区
域
　
　
受
付
日
　
　
場
　
所

由
良
　
　
六
月
　
　
　
由
　
良
�

上
灘
　
十
九
日
（
水
）
支
　
所
�

市
内
　
　
六
月
　
　
　
健
　
康
�

全
域
　
二
十
日
（
木
）
福
祉
館

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
�

　
平
成
十
四
年
度
六
月
期
の
児
�

童
手
当
（
特
例
給
付
）
を
次
の

期
日
に
指
定
の
金
融
機
関
に
口

座
振
り
込
み
し
ま
す
。
�

◆
振
込
日
　
六
月
十
四
日
（金）
�

（
平
成
十
四
年
二
月
〜
五
月

分
）
�

▼
児
童
手
当
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
健
康
福
祉
館
内
福
祉

課
（
1
２
２
・
３
３
３
２
）
へ
。
�

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害

救
護
を
は
じ
め
、
国
際
活
動
・

血
液
事
業
・
医
療
事
業
な
ど
、
�

世
界
の
平
和
と
福
祉
の
た
め
に

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
す
べ
て
皆

様
の
善
意
に
よ
り
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
�

　
皆
様
の
御
家
庭
に
婦
人
会
や

町
内
会
な
ど
の
役
員
の
人
が
訪

問
さ
れ
た
と
き
は
、
趣
旨
に
ご

賛
同
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
1
２
２
・
３
３
２
�

１
内
線
２
２
５
、
２
２
６
）
へ
。
�

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の�

被
災
者
に
対
す
る�

公
庫
融
資
の
特
例
措
置
が�

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
で�

お
困
り
の
人
は
ご
相
談
を�

延
長
さ
れ
ま
し
た�

変
わ
る
世
に  

　
変
わ
ら
ぬ
信
頼�

行
政
相
談
委
員
に�

ご
相
談
下
さ
い�

　
　
水
　
道
　
水

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
阪
�

神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
の
�

住
宅
再
建
に
対
し
、
特
例
措
置

に
よ
り
災
害
復
興
住
宅
融
資
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
特
例

措
置
が
平
成
十
七
年
度
末
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
た
だ
し
、
平
成
十
四
年
度
末

ま
で
に
「
災
害
復
興
住
宅
に
関

す
る
認
定
書
」
の
発
行
を
受
け

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
�

大
阪
支
店
公
共
業
務
課
（
1
０

６
・
６
２
８
１
・
９
２
６
８
）

へ
。
�

　
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

水
道
週
間
で
す
。
�

　
市
水
道
事
業
所
で
は
期
間
中
、

市
内
の
小
、
中
学
校
か
ら
応
募

い
た
だ
い
た
ポ
ス
タ
ー
や
習
字

の
中
か
ら
優
秀
な
作
品
を
市
民

会
館
に
展
示
す
る
ほ
か
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
一
部
の
浄
水
場
や

水
源
地
を
開
放
し
、
水
道
施
設

見
学
を
行
い
ま
す
。
�

　
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

希
望
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
水
道
事
業
所

（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線
�

２
８
０
）
へ
。
�

◆
と
 
き
 
六
月
十
日
（月）�
 
�

 
午
前
十
時
〜
�

◆
と
こ
ろ
 
健
康
福
祉
館
�

▼
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
館
内

福
祉
課
（
1
２
２
・
３
３
３
２
）

へ
。
� 相

　
談�

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
マ
イ
�

ホ
ー
ム
新
築
資
金
な
ど
の
融
資

を
受
け
た
人
で
収
入
の
減
少
な

ど
に
よ
り
返
済
が
困
難
と
な
っ

た
人
に
対
し
、
返
済
方
法
の
変

更
な
ど
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
返
済
に
不
安
を
感
じ
ら
れ

て
い
る
人
は
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫

大
阪
支
店
（
1
０
６
・
６
２
８

１
・
９
５
６
９
）
へ
。
�

　
行
政
相
談
委
員
制
度
は
、
役

所
や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

受
け
、
公
平
、
中
立
な
第
三
者

の
立
場
か
ら
、
そ
の
解
決
を
促

進
す
る
と
と
も
に
行
政
運
営
の

改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。
�

　
洲
本
市
で
は
、
毎
月
第
二
水

曜
日
に
定
例
行
政
相
談
を
福
祉

会
館
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ

れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た

相
談
委
員
の
自
宅
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

行
政
相
談
委
員
さ
ん
は
�

▽
岸
本
　
恵
哉
　
上
加
茂
一
一

一
番
地
の
二
二
（
1
２
２
・
５

２
３
８
）
�

▽
三
尾
　
治
子
　
海
岸
通
二
丁

目
一
の
一
六
（
1
２
２
・
０
０

０
３
）
�

�



１３�

そ
ら
豆
の
コ
ロ
ッ
ケ�

　
そ
ら
豆
は
蛋
白
質
や
糖
質
の
他

に
も
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物
繊
維
な

ど
様
々
な
栄
養
素
を
含
む
単
品

で
も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
品
で�

す
。�

◆
作
り
方�

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
や
わ
ら
か
く�

　
ゆ
で
、
水
切
り
し
、
熱
い
う

　
ち
に
つ
ぶ
す
。�

　
そ
ら
豆
は
さ
っ
と
塩
ゆ
で
し
、

　
薄
皮
を
む
く
。�

　
人
参
、
た
ま
ね
ぎ
は
み
じ
ん�

　
切
り
に
す
る
。�

　
　
　
を
バ
タ
ー
で
炒
め
る
。�

　
　
と
　
を
混
ぜ
合
わ
せ
形
を

　
つ
く
る
。�

　
小
麦
粉
、
溶
た
ま
ご
、
パ
ン  

　
粉
の
順
に
衣
を
つ
け
、
た
っ

　
ぷ
り
の
油
で
揚
げ
る
。�

　
ミ
ド
リ
カ
ミ
キ
リ
は
、
体
長

一
・
五
か
ら
二
　
、
か
ら
だ
は

細
長
く
、
美
し
い
緑
色
で
、
青

紫
色
や
銅
色
が
か
っ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
触
角
や
脚
は
青
味

を
帯
び
た
藍
色
で
、
触
角
は
長

く
、
雄
で
は
体
長
の
一
・
五
倍

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　 

　
成
虫
は
五
月
か
ら
八
月
に
か�

け
て
現
れ
ま
す
。
山
地
の
ウ
ツ�

ギ
な
ど
の
花
に
飛
来
し
、
ク
ヌ

ギ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
伐
採
木
に

よ
く
集
り
ま
す
。�

　
雌
は
こ
れ
ら
の
木
に
、
か
み�

傷
を
作
っ
て
、
そ
の
傷
の
中
に

卵
を
一
個
づ
つ
産
み
つ
け
ま
す
。�

幼
虫
は
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
枯
木

の
樹
皮
下
を
食
べ
て
成
長
し
ま

す
。
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
の
害

虫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ミ
ド
リ
カ
ミ
キ
リ
は
北
海
道

か
ら
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分

布
す
る
普
通
種
で
、
淡
路
島
で

も
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。�

�

�

ミ
ド
リ
カ
ミ
キ
リ
�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

�

�

103

241

野生動物被害補償制度のお知らせ�

標 準 小 作 料 が １ 万 ５ 千 円 に �
改訂される人は届け出を・・・�

春 の 大 掃 除 を 行 い ま す �

（平成１４年産から平成１６年産まで）�
近年野生動物による農業被害が増大しています。そこ�
で兵庫県では野生動物の被害補償制度を設け、加入者を募
集しています。�
◆補償対象作物　水稲�
◆加入要件　　農業災害補償法に基づく水稲共済に加�
　入していること　洲本市に住所を有するものである�
　こと　農会における水稲共済加入者全員の全筆加入�
　であること（農会単位一括加入）�
◆補償対象となる事故　シカ・イノシシなどの獣害の�
　み�
◆補償限度額　キログラム当たり補償金額×基準収穫量×
　２０㌫�
◆加入者負担金　水稲共済加入面積１㌃につ４２円�
◆補償金の支払　獣害により耕地ごとに1割�
　を越える被害が生じたとき�
◆加入者負担金の精算　支払財源に残金が生
　じたときは、加入者負担金に応じて残金を
　還付します。�
　詳しくは、市役所産業振興部農政課農業共済
係（1２２・３３２１内線２４０、２４１）へ。�
�

　農地の賃貸借契約（農業委員会又は県知事の�
許可を受けている農地並びに農業経営基盤強�
化促進法に利用権設定がされている農地）�
の小作料については、県下では引き下げの傾�
向で改訂されています。本市でも標準小作料が�
１０㌃当り田、１６，０００円から１５，０００円
に改訂（２月１日付公示）されました。（畑につい
ては標準額を定めない）�
　新しい改訂額は平成１４年の作付け分から�
適用されます。改訂される人は、標準小作料を参考
にして賃貸人・賃借人協議をして、前の農地賃貸借
契約書を持参の上、必ず農業委員会に９月３０日ま
でに届けてください。なお、届出用紙などは事務局
にありますので、連絡いただければ送付します。�
　詳しくは洲本市農業委員会（1２２・３３２１内線
３０７）へ。�
�

５月２７日から６月７日まで、市内一斉に春の大掃除を
行います。詳しい日程は、チラシをご覧ください。�
５月３０日は「ごみゼロの日」です�
　５月３０日から７月３１日まで「クリーンアップひょうご
キャンペーン」を行います。快適で住みよい地域づくりのた
め、ご協力をお願いします。�
今月の拠点回収�
　５月２３日（木）（第４木曜日）午前７時～正午�
　大掃除などについての問い合せは、市役所市民生活
部環境整備課（1２２・３３２１内線３４３）へ。�
�
�

◆材料（５個分）�

�

�

ジャガイモ　   ２５０㌘�

そら豆 　　　      ５０㌘

人参            　       ５０㌘

たまねぎ        　   ５０㌘�

バター          　     １０㌘

塩・コショー           少々�

小麦粉・卵・パン粉　適宜�

揚げ油             　　  適宜�

（ミンチは好みで使用下

さい）�

�
　　　　１個分�
　エネルギー    ２２５㌔㌍　 

　食物繊維           １．７㌘��

�

栄養士  小丸  恭子�

�

ミドリカミキリの雄と雌�

セ
ン�

チ�

�



１４�

～ことしもあなたの手で素晴らしいイベントを！～�
　　　　　　　　　　（図書館市民まつり実行委員会事務局）�

�

～4月から新たな表示制度ができました～�
�
�

すもと　よみがえる町  未来の都市（まち）�
～人･モノ･自然  ともに生き生きトライする町～（仮）�

　「市民が育てる図書館  図書館が育てる市民～その心はまちづくり～」をめざし、「ボランティアが自発的に参
　　加し共に企画運営する」ことを基本的な態度とします。�
　　◆ と　き  １０月２６日(土)～２７日(日)　午前１０時～午後４時�
　　◆ 団体・グループ・個人、どなたでも日ごろの活動の表現の場としてご参加ください。�
　　◆ 実行委員会事務局スタッフを公募いたします。あなたのアイデアで楽しいイベントにしましょう。�
　　◆ 締切り  ６月２０日（木）�
　　　　詳しくは、図書館市民まつり実行委員会事務局（図書館内  担当  籠谷　1２２・０７１２）へ。�

　市保健センターでは、心身の機能が低下している人の
機能維持・回復を図り、日常生活の自立を援助し、お互
いの交流を図ることにより楽しい時間を過ごしてもらう
ことを目的とした、リハビリ教室の参加者を募集してい
ます。また、理学療法士がご自宅にお伺いして、指導や
訓練を行う訪問リハビリも行っています。�
洲本リハビリ教室�
◆ 対象者  　原則として４０歳以上の人　疾病、負傷、
　閉じこもりにより心身の機能が低下している人　日常
　生活の自立を助けるための訓練を行う必要のある人�
　　必ず主治医の意見書が必要です。�
　※ 次の人は参加できません　医療におけるリハビリテ
　ーションを受けている人　介護保健法による訪問リハ
　ビリテーション、デイケア、デイサービスを受けている人�
◆ と　き  　集団リハビリ教室  火曜日月２回　　個別リ
　ハビリ水曜日、木曜日月４回  午後１時から４時�
◆ ところ  健康福祉館２階（機能訓練多目的ホール）�
訪問リハビリ�
◆ 対象者  　市内在住で、心身に何らかの障害のある人
　　住宅改造指導以外を行う場合は、医師の意見書が必要です。�
　詳しくは、市保健センター（1２２・３３３７）へ。�
�

　アレルギー症状を引き起こす食品のうち２４品目について、�
原材料表示が義務付けまたは奨励されています。�

内部に微生物汚染が広がる恐れのある処理がされた食肉の表示�
　次の処理を行い容器包装に入れられた食肉については、表示が
必要となります。�
1テンダライズ処理（肉を柔らかくするため、原形を保ったまま、�
　器具を用いて筋及び繊維を短く切断する処理）�
2タンブリング処理（調味料に浸潤させる処理）�
3その他の処理（タレかけ、漬け込み、ミキシングなど）�
表示例�
あらかじめ処理してありますので中心部まで十分に加熱してお召
上がりください。�
あらかじめ処理してありますので十分に加熱してください。�
　詳しくは、洲本健康福祉事務所食品衛生課（1２６・２０６６）へ。�

2002年度  図書館市民まつり  参加者募集�

食品表示が さらに詳しく�

リハビリは社会参加の第一歩�

�

（洲本リハビリ教室の様子）（洲本リハビリ教室の様子）�（洲本リハビリ教室の様子）�

表示が義務化されたもの� 小麦、そば、卵、乳、落花生�

表示が推奨されたもの�

※例えば、「しょうゆ」には小麦・大豆が含まれていますので、しょうゆを使った�
「そうざい」にも原材料表示が必要になります。�

あわび、いか、いくら、えび、オレン
ジ、かに、キウイフルーツ、牛肉、く
りみ、さけ、さば、大豆、鶏肉、豚肉、
まつたけ、もも、やまいも、りんご、
ゼラチン�
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淡路ごちそう館� （みけつくに）�

�

飲茶（せいろ蒸し､焼餃子など）､中華総菜�
ラーメン釜揚げ､ビビンバ､チジミ�
などなど 魅力満載の内容をお届けします。�

　期　　間　平成14年6月9日まで�
　時　　間　17:00～21:00のディナーのみ�
　お一人様　¥1,000円(税別) 洲本市塩屋1丁目1ー8　TEL.26ー1133

私達の住む淡路島の特産品を�

全国へ宅配します。�

いろいろ選んで詰め合わせる�

｢うまいもん｣ギフトが好評！�

�

「チャイニーズフェア」実施中！� ギフトに淡路特産品を！�

御食国�

※毎月第2・3水曜日は定休日となっています。�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：30～7：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

（しとうりゅう）�
●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�
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アレルギー原因物質を含む食品表示�
�



１５�

《児童室からのお知らせ》�
５月から「もっとおはなし会」（小学生対象）�
を行っています。毎月第２・第４土
曜日 午後２時３０分からとなって
いますので、ふるってご参加くださ
い。また、各おはなし会の対象者を
分けました。詳しくは下記の通りで
す。�

「いっしょにおはなしかい」（０～３歳児対象）�
毎月第１水曜・第３土曜日 午前１１
時から（５月より、曜日と時間帯が変
わっていますのでご注意ください）�
「おはなし会」（３～６歳児対象）�
毎月第２・第４土曜日 午後２時から�
※参加対象者はあくまでも目安です
ので、もちろんそれ以外の方でも参
加できます。�
�

「つくってあそぼう！」�
毎月第３日曜日、午後１時３０分か
ら（「つくってあそぼう！」は、の
り・はさみ・筆記用具をご持参くだ
さい。）�

「おりがみ教室」�
毎月第１土曜日 午後２時から（６月
より、曜日と時間帯が変わっていま
す。※但し、５月の「おりがみ教室」�
はお休みします。）�
　※「つくってあそぼう！」「おりが
　み教室」は定員４０人。参加申込
　は前日まで。�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市保健センターで�

な　や　み ぜろ�

（1２２・３３３７）�

由 良 公 民 館 で �
（1２７・２１６７）�

（1２２・３３３７）�

（1２２・３３３７）�

（1２２・０７１２）�

５月１６日（金）�

５月２４日（金）�

６月６日（木）�

６月１３日（木）�

６月２０日（木）�

６月２８日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１３年７月生�

�

�

Ｈ１２年１０月生�

�

�

�

Ｈ１２年１１月生�

Ｈ１４年１月生�

�

�

�

Ｈ１４年２月生�

�

�

�

�

�

Ｈ１１年３月生�

�

（1２２・３５４１）�
洲本健康福祉事務所で�

ママメイト（対象：妊婦）�
　いのちって何だ  毎月第１～４�
　月曜日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気  ５月２８日c、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい  ６月１８日 c、�
　受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き  ７月９日c、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん  ６月４日c、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ  ６月５日d、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室  ６月５日d、午後１時�
　～３時�
７か月児相談  ５月２２日d、受付・�
　午前９時４５分～１０時、対象者�
　（Ｈ１３.１０月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
２歳時健康相談  ５月２３日e、�
　受付・午後１時～１時１５分、�
　対象者（Ｈ１２.５月生まれ）には、�
　案内、問診表などを送付します。�
乳幼児相談  ６月２１日f、午前９時�
　３０分～１１時�
歯科保健相談  毎月第４水曜日、受付�
　・午後１時～１時３０分。フッ素�
　塗布を同時に行います（予約が必�
　要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談  毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時  （栄養相談は第�
　２・４月曜日）�
�

　５月、６月の乳幼児健康診査を次の�
とおり行います。対象者には問診票�
などを送付しますので、母子手帳を�
持参し受診してください。�
�

法律相談  弁護士による相談。６月�
　５日（水）、６月１９日（水）�
　（受付・市役所市民相談係で電話�
　による予約受付けをしています  �
　1２２・３３２１内線３４５・３�
　４６）総合福祉会館で。�
行政相談  ６月１２日（水）、午後�
　１時１５分～（受付・午後１時３０�
　分まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談  毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談  毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜、祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています。（1２６・００２２）�
家庭児童相談  ０～１８歳までの子供�
　の相談。毎週月･火･木、午前８時�
　３０分～午後５時１５分、洲本市�
　健康福祉館（1２２・３３３２）で。�
青少年相談  毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（1�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談  毎週金曜日午前１０時�
　３０分～午後５時、福祉事務所で。�
高齢者相談  月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（フリーダイヤル０１２０・３６�
　・７８３０で。）�
�
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成人健康相談  ７月 １日b、午後１�
　時３０分～３時�
�

成人健康相談  毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成人病相�
　談など・予約が必要）�
心の相談  毎月第２火曜日、奇数月第３�
　火曜日、予約制・午後１時３０分～�
　（精神病、痴呆、アルコールその他心の�

　相談など。）�
栄養表示基準制度相談  毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時から正午（予約が�
　必要）�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日午後１時�
　～５時（予約が必要）�
胃がん検診  ６月 ５日d、午前９時～正午�
　（申込・市 保健センターへ）�
２時間人間ドック  火、水、木曜日で保健�
　所が指定する日、午前９時～�
　（料金１５，５８０円、申込・洲本健康福祉�
　事務所へ）洲本市民で国民健康保険�
　に加入し３０歳以上の人に８，０００円、�
　社会保険などの加入者で４０歳以上の�
　人に５，０００円の助成があります。�
　（ただし１年度１回限り）�
�

（
Y
）�

洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（124・4830　青雲中学校前）へ。�▼

�会 員 募 集�

�

�



淡路と兵庫の旧家・町並み�
～内海敏夫が描く資料を通して～�
淡路と兵庫の旧家・町並み�
～内海敏夫が描く資料を通して～�

�

�

　淡路文化史料館では、春季企画展として、長い間風雪に�
耐えてきた兵庫県内の古い建物や伝統的な町並みなどを絵�
画を通して紹介しています。�
　作者・内海敏夫氏は、昭和５３年から県内の民家や町並�
みのスケッチをし、写真にはない、人々の生活のぬくもり�
を表現しています。今回の展覧会は、内海氏が兵庫県に寄�
贈した作品のうち３１点を展示するものです。昔の情景を�
懐かしむだけでなく、私たちの毎日の暮らしを包み込む建�
物、町並みについて考える一つの機会になることを期待し�
ます。�

　淡路文化史料館では、春季企画展として、長い間風雪に�
耐えてきた兵庫県内の古い建物や伝統的な町並みなどを絵�
画を通して紹介しています。�
　作者・内海敏夫氏は、昭和５３年から県内の民家や町並�
みのスケッチをし、写真にはない、人々の生活のぬくもり�
を表現しています。今回の展覧会は、内海氏が兵庫県に寄�
贈した作品のうち３１点を展示するものです。昔の情景を�
懐かしむだけでなく、私たちの毎日の暮らしを包み込む建�
物、町並みについて考える一つの機会になることを期待し�
ます。�

◆と　き　　６月９日（日）まで�
◆ところ　　淡路文化史料館�
　　会館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）�
　　休館日　　毎週月曜日�
　　入館料　　一般４００円　大学・高校生２５０円�
　　　　　　　中・小学生１００円　乳幼児・身体障害者　無料�
　詳しくは、淡路文化史料館（1２４・３３３１）へ。�
　�

�


